
，林野庁主催の「えりも町道有林155林班55小班における人為的穴埋めに関する

現地調査」の経過と問題点

11月22日に予定されていた、林野庁主催の「えりも町道有林155林班55小班
における人為的穴埋めに関する現地調査」は、 6メートルに及ぶ高波による国道不通
のため現地に入ることができず、中止となった。私たち5団体（14名）は、当日早
朝より広尾町に集合し、同町音調津（おしらくつ）の通行止めゲート前で待機してい
た。林野庁が中止を判断したのは午後12時30分頃であるがその後もさらに1時間
ほど待機した後解散した。この現地調査は、林野庁が要請した専門家と私たちの要請
に応じた専門家が複数参加するため、真相解明の一歩として重要であり、天候のせい
とはいえ、この機会を逸したことは非常に残念であった。従って、林野庁には、今後
も引き続き、真相解明に努めることを要望する。

21日から22日にかけた林野庁の対応には以下の問題点が明らかであるので、ここ
に明記しておく。第一に、私たちは、調査前日の21日昼過ぎより、天気予報から危
倶された高波による黄金道路通行止めの際の対処について、林野庁に問い合わせてい
た。しかし、林野庁は、その具体的対処方法についてなんら答えなかった。

第二に、 22日朝7時、広尾町で待機していた私たちの携帯電話に、林野庁は、
「通行止めになったから、林野庁が待機しているえりも町役場まで来てほしい」と
言ってきた。広尾町からえりも町までの移動には、天馬街道（広尾と浦河を結んでい
る）を通って3時間近くが必要である。しかも、黄金道路における通行止め解除は、
通常、えりも町庶野一目黒区間よりも広尾町音調津一目黒区間の方が早いため、えり
も側よりも広尾側で待機するほうが合理的である。これらの事実があるにもかかわら
ず、林野庁はえりも町に来てほしいと繰り返した。それに対して、私たちは「広尾で
待機して、開通の際には先に現地に入って待っている」と答えた。

第三に、上記に続いて、林野庁は態度を変更させて「資料交換をしたい。意見交換
をしたい。浦河に来て欲しい。」と言ってきた。私たちは、最後まで現地調査のため
に開通の望みを捨てたくなかったので、あくまで広尾で待機すると答えた。それに対
して、林野庁は「資料の交換のため、天馬街道の中間地で会いたい」と申し入れてき
た。この時点では、もはや現地調査ではなく、私たちの資料を求める申し入れを執鋤
に続けてきた。要するに、みずから必要な調査をしないままNGOの資料を求めたこ
とは、今回の現地調査の目的から逸脱する。さらに、その逸脱した目的のために長距
離の場所に呼びつけることは、いかにも官僚的な態度であった。

、今回の現地調査は、その有り方そのものに、非常に重要な問題点がある

今回の現地調査は、ナキウサギ生息地における人為的穴埋めが指摘されてから5週間
以上も経過したので、時期を逸したことが明白であり、そもそも早期の現地調査を
怠った点で林野庁の責任が大きい。

現地における人為的撹乱の証拠が降雨などによってその後自然に変化することは当
然考えられること、また、その後に人為的改変がさらに加えられた可能性があること
から、長時間を経た後の事実確認は、非常に困難になる。また、北海道の秋季から冬
季への変化の中で、問題点が指摘された10月中旬以降の時期は常に降雪の可能性が
あるため、 11月22日に現地調査が考えられたことは、通常であれば、積雪期の不
適な現地調査を選択したことになる。事実はそのようになった。このように、現地謡
査は早期に行なわれる必要性があることが明白であり、期中評価委員会でもそのこと
が指摘されていた。

それにもかかわらず、林野庁は何ら真相解明に努めず、すべてを緑資源機構に一任
1,~rぃ据一屋の丘とは、「緑音源機構に一切の調杳を一任している｜と言明した洞下

林野庁長官石原葵様

大規模林道事業・期中評価委員会御中

2003年11月24日

北海道自然保護連合 代表寺島一男
大雪と石狩の自然を守る会 代表寺島一男

北海道自然保護協会 会長俵 浩三
十勝自然保護協会 会長安藤御史
ナキウサギふぁんくらぶ 代表市川利美

11月22日の道有林155林班55小班における現地調査に関する緊急意見書



口口
電話内容の記録あこ

んくらぷが協力した
溝および林野庁はと
ていなかったこと力
ろ‐林野庁は．孑千

明らズ

凋査オ

今回o

GOli
三期0

歴一■ｰ

ﾖ地調壱

任が大きい。

氏． 、芹

小班におけるナキワサ弓キ王忌可能地を特定し

であった。調査日程は、林野庁のいう哺乳鞭
られた。しかし、その後、ナキウサギふあん
疑を繰り返す中で、調査目的から「ナキウサ
。このように、調査目的・内容、専門家の運
ある（ナキウサギふあんくらぷによる別紙の

晩
シ
広
地
這
ｊ
α
・
畦
本
郭

伺
ケ
査
能
不
照
こ
質
解
日
盲

人
ス
調
可
に
参
、
地
を
、
の

‐
の
と
思
常
等
に
る
相
は
才

。

澗査には4人0

也形の専門家譜
するために予同

休業技術協会t
←晶口－0 ，－ 一

桂横地を調（

雪は、この点

感疑問として

al9RIEF.

。些

罪R冒兄明達

ろ＝『直

に喧

このように脅しをかに

きたI則也調査を決め、
うぶを萎縮させ、抗議
と判断したのではなし
晶琶源機權は、十分土

剛りなから、11

賂してきた。この
させる中で現地謡
の経緯は、非常に
＝‐､了曼＃n日奏す（

閉じる


